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られている (Morris, Garrud, Rawlins, & O’Keefe, 1982; O’Keefe & Dostrovsky, 1971)。近年，場所細胞
と類似した活動を示すが場所ではなく，特定の経過時間に対して応答する「時間細胞」が発見さ









る事象) が，神経細胞間あるいは神経回路の伝達特性によって，当該刺激選択的に，神経細胞 (群) 
の活動パターンに変換されることである。符号化様式には，特定の事象に対して選択的に，その
発火率 (または発火頻度) を自発発火レベルから逸脱させる「発火率符号化 (rate coding) 」と，発
火のタイミング，すなわち，発火の時間的構造によって選択的応答を生成する「時間的符号化 
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実験 2 では，1 セッション内で個体が計時する時間範囲を実験的に操作し，時間細胞
によって経過時間情報がどのように符号化されているのか発火率符号化の観点から検討
した。計時時間を 2 倍に延長したところ，約 75 %の時間細胞が経過時間割合に対して













実験 3 では，経過時間割合に応答する時間細胞 (相対型時間細胞) の時間的符号化の特徴を検
証した。実験 3-1 では，実験 2-1 と同様に計時時間を 2 倍に延長することで，シータ位相前進の
速さ，および，シータ・シークエンスが圧縮符号化する経過時間の範囲が変化するか検討した。
シータ・シークエンスが圧縮符号化する経過時間の範囲が変化するか検討するために，シータ波








波 1 周期より推測される時間範囲は拡大した。これらの結果は，シータ波 1 周期に圧縮 
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クエンスによって生み出されている可能性も指摘されている (Buzáski & Tingley, 2018)。本研究の結
果は，海馬の共通する神経メカニズムが，空間認知とエピソード記憶の乖離を埋め，海馬の機能を
統合的に理解するうえで必要であることを示すものである。今後，海馬の機能を理解するためには，
この共通する神経メカニズムの特徴を明らかにすることが必要である。 
